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問1 原料を輸入し、それをもとに作った製品を輸出する貿易のことを何といいますか。
1. 直接貿易 2. 自由貿易 3. 加工貿易 4. 保護貿易

問2 働く人が300人未満の工場のことで、すぐれた技術で日本の工業を支えている工場を何といいますか。
1. 中小工場 2. 共同工場 3. 国営工場 4. 大工場

問3 空き缶を一度溶かして、新しく生まれ変わらせる「リサイクル」の作業は、主にどの工業で行われる仕事でしょうか。
1. 機械工業 2. 金属工業 3. 化学工業 4. 食料品工業

問4 自動車の組み立て工場の近くにあり、組み立てに必要な部品をつくって、必要なタイミングで届ける工場のことを何といいますか。
1. 大規模工場 2. 卸売市場 3. リサイクル工場 4. 関連工場

問5 日本国内で、荷物を運ぶための「飛行機」の主な特徴として、正しいものはどれですか。
1. ほかの乗り物とくらべて、とても速
く荷物を届けることができる

2. 時間はかかるが、どんな場所にも安
く運ぶことができる

3. 重い荷物を一度にたくさん運ぶのに
向いている

4. 国内の荷物輸送のほとんどを飛行機
が引き受けている

問6 日本の自動車工場でたくさんの車を作れるのはなぜですか。理由として正しいものを選びましょう。
1. 鉄をリサイクルするだけで、すべて
の車を作れるから

2. 日本の山から鉄鉱石をたくさん掘り
出せるから

3. 外国から鉄鉱石ではなく、完成した
鉄のパーツを買っているから

4. 外国から鉄鉱石を輸入して、加工す
る技術があるから

問7 情報があふれる現代において、「メディアリテラシー」を発揮している行動はどれですか。
1. インターネットで見つけた情報を、
確かめずにすべて信じる行動

2. テレビやラジオのニュースを、まっ
たく見ないようにする行動

3. たくさんの情報の中から、正確な情
報を選んで活用する行動

4. 自分が気に入らない情報を、すべて
インターネットから消す行動

問8 軽工業と重化学工業のちがいとして、正しいものはどれですか。
1. 軽工業は鉄や石油などを使って巨大
な製品を作る 2. 重化学工業は食料品をメインに作る

3. 重化学工業は軽い製品を作るのが専
門である

4. 軽工業は衣類や食料品など、身近な
ものを作る

問9 日本の自動車会社が、世界各地に工場を作って自動車を生産している主な理由は何ですか。
1. 日本国内では、もう自動車を作るこ
とができないから

2. 世界中の国々で、その場所に近いと
ころから車を届けやすくするため

3. 日本国内には、自動車の材料となる
鉄やプラスチックがまったくないから

4. 海外の工場であれば、どんな車を作
っても税金がかからないから

問10 鉄道輸送が遠い場所への荷物の運搬に適している理由はどれですか。

1. 空輸よりも速く届くから 2. 好きな時間に自由に発車できるから 3. 家まで直接届けることができるから 4. 一度に大量の製品を効率よく運べる
から

問11 私たちの生活で使うシャツや、魚のかんづめなどの食料品を作る工業を何といいますか。
1. 自動車工業 2. 機械工業 3. 軽工業 4. 重化学工業

問12 港と港の間で船を使って荷物を運ぶ「船舶輸送」には、どのような特徴がありますか。
1. 一度にとても大量の荷物を運ぶこと
ができる

2. どこの場所でも自由に荷物を降ろせ
る

3. 天候に関係なくいつも決まった時間
に届く

4. 車よりも速く荷物を届けることがで
きる

問13 お米を原料にして、おいしいお菓子を作る工場は、どの工業の仲間に分類されるでしょうか。
1. 金属工業 2. 化学工業 3. 食料品工業 4. 機械工業

問14 関東地方の南部から九州地方の北部にかけて広がっている、工業がとてもさかんな地域のことを何といいますか。
1. 日本海ベルト 2. 瀬戸内工業地域 3. 中京工業地帯 4. 太平洋ベルト

問15 外国との間で「貿易摩擦」が起こる主な原因は、どのようなことですか。
1. 特定の製品などの輸出が増えすぎる
こと。

2. 外国からの輸入が完全にストップす
ること。

3. 工場で働く人の数が急に減ってしま
うこと。

4. 貿易で使うお金の種類が世界中で変
わること。

問16 自動車工場で「流れ作業」を取り入れる一番の目的は何ですか。
1. 工場の中を明るくするため 2. 車の形を自由に変えるため 3. たくさんの車を効率よく作るため 4. 働く人の数を減らすため

問17 愛知県を中心として、自動車の生産などがとてもさかんな工業地帯の名前は何ですか。
1. 中京工業地帯 2. 京浜工業地帯 3. 阪神工業地帯 4. 北九州工業地帯


